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1 Prior Art

図 1に分光比が同じカプラを複数利用して構
成したブレードシステム向け光バックプレー
ンの例を示す。この構成ではダウンリンク（プ
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Figure 1: Optical Backplane with
Fixed-Ratio Splitters (Prior Art).
Splitting ratio = 50:50

ロセッサブレードからメモリブレード）にお
いて、プロセッサブレードから各メモリブレー
ドに光強度の異なる信号が届くため、各メモ
リブレードはダイナミックレンジの広い受光
機構が必要になる。また、アップリンク（メ
モリブレードからプロセッサブレード）では、
プロセッサブレードに一定の光強度で入射す
るように各メモリブレードの発光強度を調整
すか、プロセッサブレードの受光部のダイナ
ミックレンジを広くする必要がある。

2 Proposed Optical Back-
plane

図 2に分光比が異なるカプラーを利用したブ
レードシステム向け光バックプレーンの構成
を示す。プロセッサブレードから 1つ目のカプ
ラーは 1 : n− 1の分光比、2つ目のカプラー
は 1 : n− 2の分光比というように設計し、光
バックプレーンに配置する (nはメモリブレー
ドの枚数)。こうすることにより、ダウンリン
クの光信号は各メモリブレードの受光部で一
定となり、安価な受光デバイスで構成が可能
になる。また、アップリンクにおいても、各
メモリブレードは同じ光強度の発光部を使う
ことで、プロセッサブレードはどのメモリブ
レードからの信号も一定の光強度で受信する
ことができる。
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Figure 2: Optical Backplane with
Variable-Ratio Splitters. Splitting
ratio = 1:n-1, 1:n-2, 1:n-3, ...

図 2 に BladeCenter H (図 2) と似たよ
うな構成例 (プロセッサブレード 1枚、メモリ
ブレード 10枚)と、それを構成する各光カプ
ラの分光比を示す。

Figure 3: IBM BladeCenter H
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Figure 4: Optical Backplane Exam-
ple with 11 Blades Variable splitting
ratio = 1:9, 1:8, 1:7, ..., 1:1


